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１．授業の基本情報・概要 

本授業の目的は、社会学理論の基礎を学

習し、近代社会の成り立ちについて理解する

こと、次に、近代社会が内包する積極的側面

と消極的側面について、現在の社会問題とか

かわらせて考えることである。 

本授業の到達目標は、受講生が近代化の

過程で生ずるさまざまな社会変化を理解する

ことである。また、近代社会の形成過程で生

じる社会変化とは、具体的にどのような現象

であったのか理解し、現代社会の諸問題と結

び付けて議論することができることとして設

定した。 

3 回生以上を対象とする社会学 2 は、2 回

生以上を対象とする社会学 1 を履修したのち

に履修する。社会学 2 の合格者は、4 回生以

上を対象とする社会学 3 の履修ができる。 

2020 年度の本授業は、コロナ感染予防対

策のため全回数、非同期遠隔型で行った。従

来、印刷を配布していたレジュメをパワーポ

イント版に増補改訂を行い、解説音声を加え

たもの、おおむね 80 分程度のデータを

Moodle に掲示するかたちで授業運営を行っ

た。グラフや写真を鮮明に提示できる点は、

パワーポイントの利点である。出欠確認を兼

ねて、毎回の授業で小テストやコメントを課

した。 

履修者数は 20 名であった。内訳は中等教

育コース社会科教育専攻 5 名、初等教育コー

ス小学校サブコース 13 名、中等教育コース

保健体育専攻 6 名、特別支援教育コース 1 名

である。 

 

成績評価は授業への参画を考慮しつつ期

末試験の結果に重点を置いて行った。期末試

験はキーワードの復習により、完全回答でき

る内容であった。成績は秀 25%、優 50%、良

5%、可 5%、評価しない 15%で分布していた。 

２. 授業評価・授業研究の内容 

 授業時に実施した出欠確認兼課題から授業

評価にかかわる部分を以下列記する。 

○「障害」というテーマは学齢期に収まるも

のではなく、生涯通して誰もが考えていかな

ければならないテーマであると感じる。この

「障害」については「障害者問題」と表記す

ることは私自身はあまり良くないのではない

かと思う。障害のある方の問題ではなく、障

害のある方を支え方を考える、インクルーシ

ブを掲げる社会の現状の問題点を探るという

意味合いで障害に関わる「問題」という言葉

を私は使っていきたいと思う。 

○コロナに感染し発症するリスクは誰しもが

負っている。そのため、いつ自分が差別され

る対象となってしまうのか、特に地方ではそ

うならないように自分事として感染予防対策

に気を配っているところである。誰もが同じ

境地にあるとき、仮に他者が明らかに悪であ

ると判断される行為をしたとしても、私たち

はその人を受け入れることができるかという

大きな課題が突き付けられる。その人の悪で

あると判断される行為を許容・容認したりあ

るいは黙認したりすべきであるという訳では

ない。その人自身を受け入れることができる

か否かという課題である。 

○有閑階級では、様々な制度的手段が用意さ

れている。大学進学したいのであれば、受験

勉強するための塾に通うことができたり、私

立学校に中高から通い内部進学することがで

きたりする。しかし、勤労階級では、自力で

何とかするしかないのである。手段がないた

め、あきらめるもしくは奨学金を借りて進学

はできても、大学の間は苦学生となり、水商

売をしたり、アルバイトをいくつも掛け持ち

したりして苦労を強いられるのである。生ま



れながらにして持つものによって苦労の度合

いが全く変わるので、教員になった時に下の

階級にいると思われる家庭こそ様々な手段に

ついての情報を伝えられるようにしていきた

いと考える。    

  

 


